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柱が入ります 柱が入ります

『
群
峰
』
編
集
に
生
き
て
い
る
経
験 

今
村 

郁
夫 

  

今
回
、
近
況
報
告
を
書
く
機
会
を
得
て
、
何
を
書
く
か
考
え
る

こ
と
幾
日
。
ふ
と
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
話
を
し
て
こ
な
か
っ
た

な
あ
と
思
い
至
り
ま
し
た
。
教
員
や
文
学
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る

方
が
多
い
中
、
全
然
違
う
分
野
の
話
を
す
る
の
も
面
白
い
だ
ろ
う

し
、
四
号
か
ら
編
集
を
担
当
し
て
い
る
『
群
峰
』
に
も
関
わ
る
と

の
考
え
か
ら
テ
ー
マ
を
定
め
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
私
が
富
山
文
学
の
会
に
入
会
し
た
の
は
、
発
足
し
た
二

〇
〇
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
は
富
山
大
学
大
学

院
の
修
士
二
年
で
、
指
導
教
員
だ
っ
た
当
会
の
創
設
者
で
も
あ
る

金
子
幸
代
先
生
の
す
す
め
も
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
大
学

院
を
修
了
し
た
後
、
地
元
の
新
聞
社
に
就
職
し
、
そ
の
後
、
製
版

会
社
に
転
職
し
ま
し
た
。
製
版
と
い
う
の
は
大
雑
把
に
言
う
と
、

印
刷
す
る
た
め
に
使
う
版
（
ハ
ン
コ
の
よ
う
な
も
の
）
を
作
る
仕

事
で
す
。『
群
峰
』
の
編
集
に
生
き
て
い
る
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
や

経
験
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
聞
社
で
の
仕
事 

 

新
聞
社
で
は
、
初
め
に
記
者
と
し
て
日
々
の
取
材
や
撮
影
、
記

事
執
筆
を
行
っ
た
ほ
か
、
紙
面
の
組
版
に
も
従
事
し
ま
し
た
。
新

聞
は
中
身
の
記
事
が
大
事
な
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
見
出
し
を
立

て
た
ら
読
ん
で
く
れ
る
か
、
ど
ん
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
た
ら
目
を

引
き
付
け
ら
れ
る
か
を
考
え
な
が
ら
紙
面
を
組
ん
で
い
く
の
は
結

構
面
白
い
仕
事
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ス
ク
（
統
括
す
る
人
）

か
ら
大
枠
の
指
示
は
あ
り
ま
す
が
、
人
に
よ
っ
て
色
が
出
や
す
く
、

こ
れ
は
○
○
さ
ん
が
組
ん
だ
紙
面
だ
な
と
分
か
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
（
私
は
そ
の
域
に
は
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
が…

）。 
 

こ
の
よ
う
な
新
聞
記
者
を
一
年
ほ
ど
し
た
後
、
出
版
部
門
に
異

動
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
担
当
し
た
の
は
、
月
刊
誌
の
連
載
の

取
材
、
記
事
執
筆
、
企
画
本
や
自
費
出
版
の
編
集
で
し
た
。
長
く

い
た
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
釣
り

の
同
行
取
材
や
検
定
の
予
想
問
題
集
の
編
集
、
地
元
プ
ロ
野
球
チ

ー
ム
の
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
制
作
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
著
名
な
方
と

話
が
で
き
る
の
で
、
役
得
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
釣
り
の
全
国

組
織
の
北
陸
支
部
長
と
関
わ
れ
た
り
、
監
督
や
Ｇ
Ｍ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
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し
よ
う
と
す
る
前
向
き
な
動
き
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
、
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
微
力
な
が
ら
切
望
し
て
い

る
。
翁
と
い
う
、
世
界
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
故
郷
で
活
動
し
た
稀

有
で
あ
り
ま
た
興
味
深
い
人
物
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
く
こ
と

の
意
義
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
強
く
感
じ
た
一
年

で
あ
っ
た
。 

  

注 一 
 

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
筆
者
が
講
演
し
た
内
容
に
つ
い
て
包
括
的
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
翁
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
主
に
逸
見
久
美
、
須
田
満

編
『
翁
久
允
年
譜―

一
八
八
八―

一
九
七
三
』（
第
三
版
）
（
翁
久
允
財
団
、

二
〇
二
〇
年
）、『
翁
久
允
全
集
（
全
一
○
巻
）』（
翁
久
允
全
集
刊
行
会
、
一

九
七
一―

一
九
七
四
年
）
を
参
照
。 

二 
 

『
翁
久
允
全
集
（
十
）』、
一
九
七
三
年
、
八
五
頁
。 

三 
 

『
翁
久
允
全
集
（
九
）』、
一
九
七
四
年
、
ニ
六―

七
頁
よ
り
要
約
。 

 

 
 

群
峰 

第
６
号 

発
行
日
：
２
０
２
１
年
４
月
１
日 

 

◇
特
集 

翁
久
允 

 

逸
見 

久
美 

 
 

わ
が
想
い
出
に
生
き
る
父
翁
久
允 

 

須
田 

満 
 
 

翁
久
允
「
安
孫
子
久
太
郞
翁
と
私
」―

自
筆
原
稿
の
翻
刻
と
解
説 

 

水
野 

真
理
子 

 
 

翁
久
允
と
富
山―

『
高
志
人
』
で
目
指
し
た
郷
土
研
究 

 

近
藤 

周
吾 

 
 

新
民
謡
の
流
行―

『
民
謠
詩
人
』
を
中
心
に 

◇
研
究
論
文 

 

谷
川 

拓
矢 

 
 

共
振
す
る
性
欲―

田
中
兆
子
「
べ
し
み
」
論
、
あ
る
い
は
性
欲
文

学
史
序
説 

◇
資
料
・
報
告 

 

高
熊 

哲
也 

 
 

「
黒
百
合
」
私
注 

 

金
山 

克
哉 

 
 

滑
川
文
学
散
歩 

記
録 

 

高
熊 

哲
也 

 
 

文
学
散
歩
報
告 

い
た
ち
川
沿
い
を
歩
く 

◇
２
０
１
９
・
２
０
２
０
年
度 

活
動
報
告 

群
峰 

第
７
号 

発
行
日
：
２
０
２
２
年
４
月
１
日 

 

◇
追
悼 

金
子
幸
代
先
生 

 

巣
組 

惠
理 

 
 

富
山
大
学
で
過
ご
さ
れ
た
日
の
思
い
出―

二
〇
〇
二
年
～
二
〇

〇
八
年 

 

錦
織 

な
な
子 

 
 

金
子
先
生
に
宛
て
て 

 

長
江 

弘
一 

 
 

金
子
幸
代
氏
に
学
ん
で 

 

今
村 

郁
夫 

 
 

私
に
と
っ
て
一
番
の
恩
師 

 

近
藤 

周
吾 

 
 

書
評 

金
子
幸
代
著『
森
鷗
外
の
西
洋
百
科
事
典 

『
椋
鳥
通
信
』

研
究
』 

◇
研
究
論
文 

 

黒
﨑 

真
美 

 
 

富
本
一
枝
「
貧
し
き
隣
人
」
を
読
む 

 

金
山 

克
哉 

 
 

『
久
遠
の
自
像
』
に
つ
い
て
の
調
査
報
告―

詩
人
・
高
島
高
の
多

面
性 

 

水
野 

真
理
子 

 
 

木
崎
さ
と
子
の
文
学―

富
山
・
宗
教
・
生
命
の
探
求 

 

久
保 

陽
子 

 
 

山
内
マ
リ
コ
『
あ
の
こ
は
貴
族
』
に
お
け
る
女
同
士
の
つ
な
が
り 

◇
２
０
２
１
年
度 

活
動
報
告 
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研研究究会会 （富山高専射水・リモート）

「小寺菊子作品にみる労働観―「赤坂」を中心に」 久保陽子

近況報告 第39回とやま賞受賞 水野真理子 9名

読読書書会会 （佐久良）

江戸川乱歩「押絵と旅する男」 9名

研研究究会会 魚津市制70周年記念シンポジウム （魚津市立図書館）

乱歩と魚津幻想―『押絵と旅する男』の世界―」

（魚津市・海市社共催、富山文学の会協力）

「反転する虚実」 木村小夜氏

「苦悩する青年の物語」 宮本和歌子氏

「乱歩と魚津幻想」 八木光昭

総合討議「『押絵と旅する男』の世界」

木村小夜氏・宮本和歌子氏・八木光昭・近藤周吾・黒﨑真美 34名

忘忘年年会会・・打打ちち合合わわせせ （佐久良）

10名

研研究究大大会会 （富山大学・リモート）

第12回大会

司会 高熊哲也・久保陽子

研研究究発発表表 「芥川龍之介と江戸川乱歩――蜃気楼を中心として」 近藤周吾

シシンンポポジジウウムム 「富山文学コレクションの未来――発掘・保存・活用」

須田満・千田篤・山本正敏

コーディネーター：近藤周吾

2022年度 活動記録

第83回 6/18（土）

第84回 8/31(水)

第86回 12/22（木）

2023/3/25（土）第87回

第85回 9/17（土）
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マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
と
な
っ
た
元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
と
話
せ
た
り
、

全
国
的
に
有
名
な
作
家
さ
ん
と
や
り
取
り
で
き
た
り
と
、
他
で
は

で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
今
だ
っ
た
ら
、
も
う
少
し
丁
寧
に
う
ま
く
で
き
て
い
た
だ
ろ

う
仕
事
も
あ
り
、
少
し
心
残
り
も
あ
り
ま
す
。 

製
版
会
社
で
の
仕
事 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
諸
事
情
あ
っ
て
六
年
ほ
ど
前
に
今
の
会
社

に
転
職
し
ま
し
た
。
今
の
会
社
で
私
が
し
て
い
る
こ
と
を
簡
単
に

言
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
入
稿
し
て
く
る
デ
ー
タ
を
印
刷
用

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ

と
言
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
読
者
の
み
な
さ
ん
に
な
じ
み
深
い

M
icrosoft W

ord

や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
主
に
使
っ
て
い
るAdobe 

Illustrator

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
他
に
も
、
決
ま
っ
た
レ
イ

ア
ウ
ト
に
原
稿
を
落
と
し
込
ん
で
校
正
刷
り
を
作
っ
た
り
、
前
述

し
た
印
刷
す
る
た
め
に
使
う
版
＝
刷
版
を
出
力
し
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
広
範
な
知
識

や
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
大
変
で
す
が
、
や
り
が
い

も
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
『
群
峰
』
の
校
正
の
や
り
取

り
や
、
印
刷
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
作
成
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。『
群
峰
』
の
編
集
は
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
や

り
が
い
と
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
富
山
文
学
の
会
に
は
お

世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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